
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

● 稲をまっすぐ植えられるように植えてみましたが、なかなかまっすぐ

植えられなかった。米づくりをしている人はすごいと思った。すごく

頑張ってくれているので、ご飯は一粒も残せないと思った。米農家さ

んに感謝してご飯を食べようと思った。 

● 稲刈りで、初めてかまを使った。ザクザク音がしておもしろかっ

た。収穫したお米でおむすびを作った。お米はピカピカ光ってい

てもちもちしていてとてもおいしかった。 

 
 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

勤労生産体験 

● 地域の方の協力を得て、学校ファームで田植え、稲刈りを行っている。

今年度も、中学生と一緒に田植え・稲刈りの体験を行った。 

  地域に根ざした体験を通し、地元の農家の方の作物に対する思いや苦

労、地域を愛する心を学んでいる。さらに収穫の喜びを味わうことを

通して、日頃の食生活を見直したり振り返ったりする機会としている。 

 

● 地元の農家の方から丁寧に作業のしかたを教えてもらい活動を

行った。1つの苗・一握りの稲穂を手にすることで、農家の方

の苦労や収穫の喜びを味わうことができた。 

● 中学生や地域の方との交流を行うことで、児童も地域の良さを

再発見することができた。 

 

第５学年 


